アジャセ異名考 by 松永, 知海
19
の
で
あ
る
。
(
四
)
訳
経
経
典
最
後
に
両
者
の
業
績
の
最
も
た
る
仏
典
の
翻
訳
活
動
の
う
ち
、
仏
教
の
受
容
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳
経
典
の
う
ち
一
経
典
つ
つ
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
訳
経
数
の
多
い
支
謙
の
も
の
の
う
ち
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
に
注
目
す
る
。
こ
の
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
は
康
孟
祥
の
出
し
た
も
の
と
や
や
異
り
、
陳
郡
の
謝
鏘
、
呉
郡
の
張
洗
等
が
筆
受
し
、
魏
の
東
阿
王
植
が
詳
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
経
は
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
受
容
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
も
効
果
が
あ
り
、
影
響
の
大
き
か
っ
た
翻
経
典
で
、
後
漢
の
建
安
二
(
一
九
七
)
年
に
竺
大
力
と
康
孟
祥
の
共
訳
の
『
修
行
本
起
経
』
の
同
本
異
訳
の
釈
尊
伝
で
あ
る
。
こ
の
他
、
『
弘
明
集
』
巻
第
一
の
「
牟
子
理
惑
論
」
、
西
晋
の
竺
法
護
訳
の
『
普
曜
経
』
、
西
晋
の
耳
道
真
訳
の
『
異
出
菩
薩
本
起
経
』
、
劉
宋
の
求
那
跋
陀
羅
訳
の
『
過
去
現
在
因
果
経
』
、
劉
宋
の
宝
雲
訳
の
『
仏
本
行
経
』
等
の
仏
伝
類
が
支
謙
の
時
代
前
後
に
数
多
く
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
支
謙
の
よ
う
な
人
物
、
す
な
わ
ち
中
国
語
は
も
ち
ろ
ん
胡
語
に
ま
で
通
じ
、
呉
王
朝
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
仏
教
者
が
釈
尊
伝
を
改
変
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
『
般
若
経
』
の
よ
う
に
哲
学
的
・
教
理
的
に
深
い
仏
典
と
は
異
り
、
仏
教
教
理
を
深
く
理
解
で
き
な
い
一
般
の
人
人
に
と
っ
て
、
仏
教
の
始
祖
で
あ
る
釈
尊
に
つ
い
て
は
最
も
関
心
の
深
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
伝
記
と
な
れ
ば
知
識
の
必
要
性
も
あ
ま
り
な
く
、
聞
い
て
伝
え
る
域
で
充
分
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
康
僧
会
の
訳
経
の
主
と
思
わ
れ
る
『
六
度
集
経
』
に
つ
い
て
も
、
ま
た
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
本
経
は
仏
教
説
話
で
あ
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
す
な
わ
ち
前
生
話
で
あ
る
。
総
計
九
十
一
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
六
度
(
六
波
羅
密
)
の
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
各
々
に
配
当
し
集
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
六
度
集
経
』
と
い
わ
れ
、
巻
第
一
の
「
普
施
商
主
本
生
」
は
劉
宋
の
求
那
跋
陀
羅
訳
『
大
意
経
』
巻
第
二
の
『
須
大
拏
経
』
は
西
晋
の
聖
堅
訳
『
太
子
須
大
挈
経
』
、
巻
第
四
の
『
太
子
墓
魄
経
』
は
安
世
高
訳
『
太
子
墓
魄
経
』
、
西
晋
の
竺
法
護
訳
『
太
子
墓
魄
経
』
、
巻
五
の
「
談
道
士
本
生
」
は
西
晋
失
訳
『
菩
薩
談
子
経
』
、
西
晋
の
聖
堅
訳
『
談
子
経
』
、
巻
第
六
の
「
修
凡
鹿
王
本
生
」
は
呉
の
支
謙
訳
の
『
九
色
鹿
経
』
に
各
々
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
の
前
生
話
は
、
先
に
述
べ
た
釈
尊
伝
と
同
様
で
、
康
僧
会
も
そ
の
任
を
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。以
上
、
支
謙
と
康
僧
会
は
両
者
と
も
帰
化
人
で
呉
都
建
業
で
訳
経
活
動
、
仏
教
宣
布
活
動
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
北
よ
り
南
し
、
優
婆
塞
と
し
て
呉
朝
の
庇
護
を
蒙
っ
た
支
謙
と
、
南
か
ら
北
し
、
沙
門
と
し
て
呉
朝
よ
り
警
戒
の
目
で
に
ら
ま
れ
た
康
僧
会
と
は
、
そ
の
手
段
方
法
は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
呉
を
代
表
す
る
両
者
に
つ
い
て
、
今
後
そ
の
訳
経
面
か
ら
中
国
に
於
け
る
仏
教
の
受
容
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
註
①
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
支
謙
伝
(
大
正
五
五
・
九
七
b
～
c
)
②③④0⑥0⑧⑨
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
康
僧
会
伝
(
大
正
五
五
・
九
六
b
)
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
八
支
敏
度
の
「
合
維
摩
詰
序
」
(
大
正
五
五
・
五
八
b
)
註
①
に
同
じ
註
①
に
同
じ
註
②
に
同
じ
『
安
般
守
意
経
序
』
(
大
正
十
五
・
一
六
三
b
～
c
)
註
①
に
同
じ
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
康
僧
会
伝
(
大
正
五
〇
・
三
二
五
b
～
三
二
六
b
)
ア
ジ
ャ
セ
異
名
考
一
松
永
知
海
ア
ジ
ャ
セ
の
異
名
を
漢
字
訳
仏
典
の
な
か
で
整
理
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
①
阿
闍
世
②
善
見
③
婆
羅
留
支
①
の
漢
字
訳
は
梵
語
に
な
お
す
と
A
j�
ta
sa
tr
u
で
あ
り
、
パ
ー
リ
で
は
〉
」彎
霧
碧
ε
で
あ
り
最
も
多
く
の
文
献
に
で
て
く
rLa
名
前
N
あ
rCa°
A
j�
ta
s
a
tr
u
は
a
-j�
t
a
-s
a
tru
に
分
解
さ
れ
る
。
p
は
接
頭
辞
で
否
定
の
意
味
を
表
わ
す
。
」91
冨
は
4
種
動
詞
為
己
の
＼
冒
口
に
雷
が
つ
い
て
過
去
受
動
分
詞
と
な
り
"
生
ま
れ
る
"
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
珍
q
鐸
は
男
性
名
詞
で
あ
っ
て
、
"
怨
敵
・
仇
敵
"
の
意
味
を
表
わ
す
。
故
に
名
前
を
つ
け
た
本
来
の
意
図
は
"
敵
を
生
ま
な
い
"
と
い
う
意
味
で
、
敵
を
生
ま
な
い
ほ
ど
強
い
人
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
の
訳
を
梵
譜
に
な
お
す
と
S
u
d
a
r
sa
n
a
で
あ
る
。
こ
の
語
は
"
よ
い
"
と
い
う
意
味
を
持
つ
接
頭
辞
饕
と
、
中
性
名
詞
で
"
見
る
こ
と
μ
-v
,,
さ
れ
r@
d
a
r
s
a
n
a
と
に
分
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
"
よ
く
見
る
こ
と
"
と
い
う
意
味
か
ら
善
見
と
訳
さ
れ
る
。
こ
の
名
前
の
使
用
例
は
、
北
本
『
大
①
②
般
浬
槃
経
』
第
三
十
四
と
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
の
『印
度
仏
教
史
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
③
の
婆
羅
留
支
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
な
梵
語
の
訳
で
あ
る
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
漢
字
訳
に
お
い
て
婆
羅
留
支
と
訳
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
原
典
に
あ
た
る
と
A
j�
ta
sa
ttu
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
こ
の
訳
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
訳
は
北
本
『
大
般
浬
槃
経
』
第
三
十
四
に
善
見
太
子
復
作
是
言
。
国
人
云
何
罵
辱
於
我
。
提
婆
達
言
。
国
人
罵
汝
為
未
生
怨
。
善
見
復
言
。
20
何
故
名
我
為
未
生
怨
誰
作
此
名
。
提
婆
達
言
。
汝
未
生
時
一
切
相
師
皆
作
是
言
。
是
児
生
巳
当
殺
其
父
。
是
故
外
人
皆
悉
号
汝
為
未
生
怨
。
一
切
内
人
護
汝
心
故
謂
為
善
見
。
韋
提
希
夫
人
聞
③
是
語
巳
。
既
生
汝
身
於
高
楼
上
棄
之
於
地
壊
汝
一
指
。
以
是
因
縁
人
復
号
汝
為
婆
羅
留
枝
。
④
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
世
に
お
い
て
折
指
因
縁
を
も
っ
て
婆
羅
留
支
を
解
釈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
で
は
婆
羅
留
支
は
ど
の
よ
う
な
原
語
を
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
は
折
指
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
慧
琳
は
『
一
切
経
音
義
』
の
な
か
「
大
般
涅
槃
経
第
三
十
四
巻
」
の
項
に
、
O
婆
羅
留
支
甜
碚
耘
眦
酩
鯔
滌
滌
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
婆
羅
留
支
が
音
訳
で
あ
っ
て
、
勝
楽
が
意
訳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
翻
梵
語
』
に
も
「
大
般
涅
槃
経
」
の
項
に
あ
っ
て
、
⑥
婆
羅
留
支
棚
蘭
糶
饉
と
記
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
『
印
度
固
有
名
詞
辞
典
』
に
、
0
〔
異
名
鱒
婆
羅
留
}p(
B
�
la
r
u
c
i,
折
指
〕
と
あ
り
、
B
�
l
a
ru
c
i
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
『
五
分
律
』
で
は
王
位
の
即
位
前
を
衆
楽
太
子
と
呼
び
、
即
位
後
を
阿
闍
世
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
部
分
に
あ
た
る
『
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
に
は
そ
の
註
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
衆
楽
と
せ
る
は
勝
楽
・
即
ち
婆
羅
留
支
(
P
a
r
a
lu
c
i)
な
る
語
を
訳
せ
る
も
の
と
考
へ
⑧
ら
れ
る
。
⑨
ま
た
『
大
般
涅
槃
経
』
三
十
四
の
記
事
の
『
国
訳
一
切
経
』
に
は
註
に
お
い
N
V
a
r
a
ru
c
i
と
記
し
て
い
る
。
以
上
原
語
を
記
す
る
三
つ
の
説
が
で
て
き
た
。
そ
こ
で
衆
楽
・
勝
楽
と
漢
字
訳
さ
れ
る
原
語
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
B
a
la
ru
c
i
は
h
�
la
と
r
u
c
i
と
に
分
け
ら
れ
る
。
モ
ニ
エ
ル
に
よ
る
と
h
�
la
tiJ
は
y
o
u
n
g
,
c
h
ild
lish
,
n
e
w
l
y
r
ise
n
,
e
a
rl
y
(a
s
th
e
su
n
o
r
its
r
a
y
s)
°
ig
n
o
ra
n
t,
fo
o
lish
で
あ
り
⑪
男
性
名
詞
で
は
a
c
h
il
d
,
b
o
y
(e
sp
.
o
n
e
u
n
d
e
r
5
y
e
a
r
s)
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
は
漢
字
訳
さ
れ
る
と
、
幼
稚
・
穉
小
・
愚
あ
る
い
は
童
子
、
愚
人
と
な
る
。
歪
9
は
モ
ニ
エ
ル
で
は
な
い
が
、
⑫
ru
c
に
は
to
m
a
k
e
P
le
a
sa
n
t,
t
o
b
e
P
le
a
sa
n
t
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
『
梵
和
大
辞
典
』
に
⑲
は
ru
c
i
と
い
う
女
性
名
詞
が
あ
っ
て
、
楽
・
喜
楽
と
漢
字
訳
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
B
�
la
r
u
c
i
は
"
子
供
の
楽
し
み
"
と
い
う
意
味
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
意
味
か
ら
、
衆
楽
・
勝
楽
な
ど
の
訳
に
は
な
ら
な
い
か
ら
他
に
原
語
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
V
a
r
a
r
u
c
i
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
く
碧
p
と
ru
c
i
に
分
か
れ
r(a°
r
u
c
i
は
⑭
す
で
に
楽
と
漢
字
訳
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
く
碧
9
を
『
梵
和
大
辞
典
』
に
よ
っ
て
み
る
と
⑮
勝
・
最
勝
と
い
う
訳
が
あ
る
。
ま
た
モ
ニ
エ
ル
に
は
se
le
c
ts
b
e
st.
の
訳
が
あ
り
、
勝
楽
と
漢
字
訳
さ
れ
て
も
よ
い
。
し
か
し
衆
楽
と
は
訳
せ
な
い
か
ら
や
は
り
他
に
原
語
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
つ
ぎ
J
P
a
r
a
lu
c
i
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
p
a
r
a
と
lu
c
i
と
に
分
か
れ
る
。
ま
⑯
ず
p
a
ra
に
衆
あ
る
い
は
勝
の
意
が
あ
る
か
ど
う
か
み
て
み
よ
う
。
『
梵
和
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
勝
と
い
う
漢
字
訳
例
は
あ
る
が
、
衆
と
い
う
訳
例
は
な
い
。
し
か
し
極
・
極
多
と
い
う
訳
例
が
あ
り
、
⑰
モ
ニ
エ
ル
に
よ
っ
て
も
b
e
st
の
ほ
か
に
e
x
c
e
e
d
in
g
(
in
n
u
m
b
e
r
)
,
m
o
r
e
th
a
n
と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
p
a
r
a
は
勝
あ
る
い
は
衆
と
漢
字
訳
さ
れ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
lu
c
i
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
披
見
し
た
辞
書
に
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
⑱
以
上
の
検
討
の
結
果
、
婆
羅
留
支
の
原
語
は
P
a
ra
ru
c
i
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
三
と
こ
ろ
で
婆
羅
留
支
が
国
碧
碧
¢
9
の
音
訳
と
考
え
る
と
、
折
指
の
因
縁
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
『
大
般
涅
槃
経
』
に
い
う
「
以
是
因
縁
」
と
い
う
説
明
で
は
両
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
量
し
て
み
た
。
第
一
に
『
五
分
律
』
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
衆
楽
は
ア
ジ
ャ
セ
の
王
位
に
つ
く
以
前
の
名
、
つ
ま
り
幼
名
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
『
十
誦
律
』
第
三
十
六
、
『
有
部
破
僧
事
』
第
十
七
に
は
ア
ジ
ャ
セ
自
身
が
記
憶
に
な
い
幼
い
頃
、
指
に
で
き
も
の
が
で
き
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
第
一
と
第
二
の
話
と
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
ア
ジ
ャ
セ
が
衆
⑲
楽
と
い
わ
れ
た
幼
い
頃
、
指
を
わ
ず
ら
い
、
外
見
か
ら
わ
か
る
ほ
ど
指
が
損
傷
し
て
い
た
。
だ
か
ら
婆
羅
留
支
(
衆
楽
)
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
頃
に
指
を
損
傷
し
て
い
た
の
で
、
未
生
怨
説
話
と
結
び
つ
き
、
『
大
般
涅
槃
経
』
の
因
縁
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
註
①
『
大
正
蔵
』
十
二
巻
五
六
五
頁
下
。
②
『
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
印
度
仏
教
史
』
寺
本
婉
雅
訳
註
二
二
頁
。
③
註
①
に
同
じ
。
④
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
二
之
下
阿
闍
世
者
未
生
怨
。
或
呼
為
二婆
留
支
一。
此
云
二
無
指
而
内
人
将
護
呼
為
二
善
見
↓
善
見
之
名
本
也
。
無
指
之
称
表
レ
迹
。
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
記
』
第
二
之
下
湛
然
(
●
三
i3
・
1
八
八
上
)
言
二
未
生
怨
一者
母
懐
之
日
已
常
有
二
悪
心
一於
二
餅
沙
王
↓
未
レ
生
已
悪
故
因
為
レ
名
。
無
指
21
者
。
初
生
相
者
云
レ
凶
。
王
令
γ
升
レ
樓
撲
γ之
不
死
。
但
損
二
一
指
一故
⑤
『
大
正
蔵
』
五
四
巻
四
七
九
頁
下
。
⑥
『
大
正
蔵
』
五
四
巻
九
九
四
頁
中
。
⑦
一
〇
頁
左
。
⑧
五
八
頁
註
⑯
⑨
涅
槃
部
二
・
二
六
八
頁
註
⑬
。
⑩
七
二
八
頁
右
⑪
『
梵
和
大
辞
典
』
一
〇
巻
九
二
一
頁
左
。
⑫
八
八
二
頁
左
⑬
一
二
巻
一
=
二
〇
頁
左
。
⑭
一
二
巻
=
七
三
頁
右
。
⑮
九
二
二
頁
左
。
⑯
八
巻
七
三
五
頁
右
。
⑰
五
八
六
頁
左
。
⑱
波
羅
留
支
の
原
語
に
つ
い
N
v
�
la
r
u
ja
と
推
量
す
る
説
(定
方
晟
著
『
ア
ジ
ャ
セ
の
す
く
い
』
二
四
三
頁
)
が
あ
る
が
、
仏
教
経
典
音
義
資
料
に
つ
い
て
は
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
⑲
善
導
に
よ
れ
ば
小
指
と
い
う
。
(
㊧
三
七
・
二
五
三
下
)
。
な
お
、
仏
典
に
説
か
れ
る
ア
ジ
ャ
セ
説
話
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ア
ジ
ャ
セ
に
つ
い
て
(
『
仏
教
論
叢
』
一
ご
二
号
)
参
照
。
『
佛
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
第
三
号
目
次
(昭
和
六
+
年
三
月
刊
)
○
『浄
土
三
部
経
大
意
』
の
撰
述
者
に
関
す
る
諸
問
題
i
特
に
五
種
類
の
写
刊
本
を
比
較
し
て
ー
佛
教
大
学
教
授
坪
井
俊
映
○
附
『三
部
経
大
意
』
の
全
文
比
較
対
照
○
〔資
料
紹
介
〕
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
磧
砂
版
大
蔵
経
無
量
寿
経
巻
下
○
佛
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
規
程
○
彙
報
○
編
集
後
記
昭
和
五
十
八
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
発
表
会
題
目
一
覧
第
一
回
九
月
二
十
八
日
(
水
)
午
後
一
時
よ
り
於
本
館
小
会
議
室
本
庄
良
文
助
手
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
倶
舎
論
註
に
つ
い
て
深
貝
慈
孝
研
究
員
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
に
つ
い
て
ー
御
臨
終
日
記
を
中
心
に
ー
第
二
回
十
月
三
十
一
日
(
月
)
午
後
一
時
よ
り
於
本
館
小
会
議
室
勝
木
太
一
助
手
仏
教
経
済
学
試
論
ー
経
済
行
動
の
認
識
論
的
解
明
-
明
山
安
雄
研
究
員
法
然
上
人
門
下
の
伝
戒
論
第
三
回
十
一
月
二
十
八
日
(
月
)午
後
三
時
よ
り
於
本
館
中
会
議
室
妹
尾
匡
海
助
手
日
本
に
お
け
る
補
陀
洛
信
仰
に
つ
い
て
小
野
田
俊
蔵
研
究
員
『
阿
弥
陀
鼓
音
聲
王
陀
羅
尼
経
』
に
基
づ
く
西
蔵
曼
陀
羅
に
つ
い
て
第
四
回
十
二
月
十
九
日
(
月
)
午
後
一
時
よ
り
於
本
館
中
会
議
室
東
直
澄
助
H{,
S
a
u
n
d
ar
a
n
a
n
d
a
に
お
け
る
動
詞
の
過
去
時
制
佐
藤
健
研
究
員
道
綽
禅
師
の
浄
土
観
ー
『
境
次
相
接
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
ー
第
五
回
一
月
三
十
日
(
月
)
午
後
一
時
よ
り
於
本
館
大
会
議
室
藤
井
照
之
助
手
「
義
楚
六
帖
」
に
つ
い
て
前
川
重
綱
助
手
中
論
の
研
究
ー
脅
。
切9
養
に
つ
い
て
1
田
中
典
彦
研
究
員
チ
ャ
ラ
カ
サ
ン
ヒ
タ
ー
に
見
る
バ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
思
想
第
六
回
三
月
六
日
(
火
)午
後
一
時
よ
り
於
本
館
中
会
議
室
明
石
和
成
助
手
『
卒
都
婆
辨
』
再
考
桝
田
善
夫
助
手
説
一
切
有
部
の
一
特
相
に
つ
い
て
久
下
陞
研
究
員
果
報
と
華
報
f
「
観
心
略
要
集
」
か
ら
「
往
生
要
集
」
ヘ
ー
第
七
回
三
月
二
十
九
月
(木
)
午
後
一
時
よ
り
於
本
館
中
会
議
室
神
谷
静
治
助
手
経
量
部
学
説
ノ
ー
ト
補
遺
稲
岡
誓
純
助
手
呉
の
支
謙
に
つ
い
て
真
田
康
道
研
究
員
菩
薩
道
に
お
け
る
無
我
に
つ
い
て
